
議発第２号  

甲賀市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について

上記の議案を提出する。  

令和７年６月４日  

提出者 甲賀市議会 

議会改革推進特別委員長  林 田 久 充 

甲賀市議会議長  田 中 將 之  殿 



甲賀市議会基本条例の一部を改正する条例 

 甲賀市議会基本条例（平成２５年甲賀市条例第３３号）の一部を次のように改正

する。 

目次中「討論」を「討議」に改める。 

前文中「議員及び議会活動」を「議会及び議員」に改める。 

 第１条中「運営」を削る。 

 第３条第５号中「参加」を「参加機会」に改める。 

第８条の見出し及び同条第１項中「議員」を「議会」に改める。 

「第４章 討論の拡大」を「第４章 討議の拡大」に改める。 

第１２条の見出し中「討論」を「討議」に改め、同条第１項中「、議員による討

論の場であることを認識し」を削り、同条第２項中「討論、議論」を「討議」に改

める。 

第１８条の見出し中「議会広報」を「議会広報広聴」に改め、同条第２項中「議

会広報活動」を「広報広聴活動」に改める。 

第２２条第２項中「制定しないよう努めるものとする」を「制定してはならない」

に改める。 

   付 則 

この条例は、公布の日から施行する。 
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議発第２号参考資料 

甲賀市議会基本条例新旧対照表 

改正案 現行 

目次 目次 

前文 前文 

第１章 総則（第１条―第６条） 第１章 総則（第１条―第６条） 

第２章 市民と議会の関係（第７条） 第２章 市民と議会の関係（第７条） 

第３章 議会及び議員と市長等との関係（第８条―第１１条） 第３章 議会及び議員と市長等との関係（第８条―第１１条） 

第４章 討議の拡大（第１２条） 第４章 討論の拡大（第１２条） 

第５章 委員会の活動（第１３条） 第５章 委員会の活動（第１３条） 

第６章 政務活動費（第１４条） 第６章 政務活動費（第１４条） 

第７章 議会及び議会事務局の体制整備（第１５条―第１８条） 第７章 議会及び議会事務局の体制整備（第１５条―第１８条） 

第８章 議員の政治倫理、身分及び待遇（第１９条―第２１条） 第８章 議員の政治倫理、身分及び待遇（第１９条―第２１条） 

第９章 最高規範性と見直し手続（第２２条―第２４条） 第９章 最高規範性と見直し手続（第２２条―第２４条） 

第１０章 補則（第２５条） 第１０章 補則（第２５条） 

付則 付則 

議会は、市民から直接選挙で選ばれた議員による市の意思決定機関で

あり、市民の意思を代弁する責務と、行政事務執行に対する監視機能及

び立法機能の責務を負っている。地方分権の進展とともに自治体の自主

的な決定と責任範囲の拡大により、市民の代表機関として議会の果たす

議会は、市民から直接選挙で選ばれた議員による市の意思決定機関で

あり、市民の意思を代弁する責務と、行政事務執行に対する監視機能及

び立法機能の責務を負っている。地方分権の進展とともに自治体の自主

的な決定と責任範囲の拡大により、市民の代表機関として議会の果たす



2/4 

役割はますます大きくなっている。 役割はますます大きくなっている。 

議会と市長は、ともに市民の負託を受け、対等な関係の二元代表制の

もとに一定の均衡を保ち、市民福祉の向上と市勢発展のため不断の努力

を続けるものである。 

議会と市長は、ともに市民の負託を受け、対等な関係の二元代表制の

もとに一定の均衡を保ち、市民福祉の向上と市勢発展のため不断の努力

を続けるものである。 

議会及び議員    は、公正性と透明性を確保し、積極的な情報公開や、

市民の政策活動への多様な参加を推進し、市長等の執行機関との緊張感

を保ちながら議員間での自由討議を踏まえて、議員の資質を向上するこ

とにより、市民に信頼され、存在感のある議会を目指すものである。 

議員及び議会活動は、公正性と透明性を確保し、積極的な情報公開や、

市民の政策活動への多様な参加を推進し、市長等の執行機関との緊張感

を保ちながら議員間での自由討議を踏まえて、議員の資質を向上するこ

とにより、市民に信頼され、存在感のある議会を目指すものである。 

甲賀市議会は、市民憲章に掲げる「みんながつくる住みよさと活気あ

ふれる甲賀市」を実現するため、議会の最高規範として、この条例を制

定する。 

甲賀市議会は、市民憲章に掲げる「みんながつくる住みよさと活気あ

ふれる甲賀市」を実現するため、議会の最高規範として、この条例を制

定する。 

（目的） （目的） 

第１条 この条例は、議会    及び議員に関する基本的事項を定めるこ

とにより、地方自治の本旨に基づく市民の負託に的確に応え、市民が

安全で安心して生活できる豊かなまちづくりの実現に寄与することを

目的とする。 

第１条 この条例は、議会運営及び議員に関する基本的事項を定めるこ

とにより、地方自治の本旨に基づく市民の負託に的確に応え、市民が

安全で安心して生活できる豊かなまちづくりの実現に寄与することを

目的とする。 

（議会の活動原則） （議会の活動原則） 

第３条 議会は、市民に開かれた議会を目指し、次に掲げる原則に基づ

き活動を行わなければならない。 

第３条 議会は、市民に開かれた議会を目指し、次に掲げる原則に基づ

き活動を行わなければならない。 

（１）～（４） （略） （１）～（４） （略） 

（５） 市民の多様な参加機会を保障するような議会運営に努める。 （５） 市民の多様な参加    を保障するような議会運営に努める。 

（議会と市長等との関係） （議員と市長等との関係） 
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第８条 議会審議において、二元代表制のもと、議会と市長等は、緊張

感の保持に努めなければならない。 

第８条 議会審議において、二元代表制のもと、議員と市長等は、緊張

感の保持に努めなければならない。 

２及び３ （略） ２及び３ （略） 

第４章 討議の拡大 第４章 討論の拡大 

（討議による合意形成） （討論による合意形成） 

第１２条 議会は                                      、議員相互

間の討議を中心とした運営に努めるものとする。 

第１２条 議会は、議員による討論の場であることを認識し、議員相互

間の討議を中心とした運営に努めるものとする。 

２ 議会は、本会議及び委員会において、提出議案等に関して審議し結

論を出す場合、議員相互間において十分な討議      を尽くして合意

形成に努めるものとする。 

２ 議会は、本会議及び委員会において、提出議案等に関して審議し結

論を出す場合、議員相互間において十分な討論、議論を尽くして合意

形成に努めるものとする。 

３ （略） ３ （略） 

（議会広報広聴の充実） （議会広報    の充実） 

第１８条 （略） 第１８条 （略） 

２ 議会は、情報技術の発展を踏まえた多様な広報手段を活用すること

により、多くの市民が議会と市政に関心を持つよう広報広聴活動に努

めるものとする。 

２ 議会は、情報技術の発展を踏まえた多様な広報手段を活用すること

により、多くの市民が議会と市政に関心を持つよう議会広報活動に努

めるものとする。 

（最高規範性） （最高規範性） 

第２２条 （略） 第２２条 （略） 

２ 議会は、この条例の趣旨に反する議会に関係する条例、議会規則、

議会告示等（以下「議会関係条例等」という。）を制定してはならな

い            。 

２ 議会は、この条例の趣旨に反する議会に関係する条例、議会規則、

議会告示等（以下「議会関係条例等」という。）を制定しないよう努

めるものとする。 
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３ （略） ３ （略） 

   付 則  

 この条例は、公布の日から施行する。  

 



議発第３号  

甲賀市議会委員会条例の一部を改正する条例の制定について  

上記の議案を提出する。  

令和７年６月４日  

提出者 甲賀市議会 

議会運営委員長  谷 永 兼 二  

 

甲賀市議会議長  田 中 將 之  殿 

 

 



甲賀市議会委員会条例の一部を改正する条例  

甲賀市議会委員会条例（平成１６年甲賀市条例第１８７号）の一部を次のように

改正する。 

第１５条の次に次の１条を加える。 

（委員会の開会方法の特例） 

第１５条の２ 委員長は、大規模な災害等の発生等又は重大な感染症のまん延によ

り委員が委員会の開会場所に参集することが困難と認めるときは、映像と音声の

送受信により相手の状態を相互に認識しながら通話をすることができる方法（以

下「オンラインによる方法」という。）で委員会を開くことができる。ただし、

第２０条第１項の秘密会は、この限りでない。 

２ 前項の規定により開く委員会において、オンラインによる方法で出席を希望す

る委員は、あらかじめ委員長に届け出なければならない。 

３ 前項の規定による届出をして、委員会に出席した委員は、委員会に出席したも

のとみなして、この条例の規定を適用する。 

４ オンラインによる方法での委員会の開会方法その他必要な事項は、議長が別に

定める。 

第１８条に次の１項を加える。 

２ 前項の委員長又は委員が、第１５条の２第２項の規定による届出をして、委員

会に出席しているときは、当該委員長又は委員は、前項ただし書の規定による発

言をオンラインによる方法で行うことができる。 

第２１条に次の１項を加える。 

２ 前項の規定により出席を求められた者は、オンラインによる方法で出席すると

きは、議長を経て、委員会にその旨を申し出なければならない。 

第２５条に次の１項を加える。 

３ 公述人は、オンラインによる方法で公聴会に出席することができる。 

第２８条に次の１項を加える。 

２ 前項ただし書は、オンラインによる方法で出席する公述人には準用しない。 

第２９条中第３項を第４項とし、第２項の次に次の１項を加える。 

３ 参考人は、オンラインによる方法で委員会に出席することができる。 

付 則 



この条例は、公布の日から施行する。 
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議発第３号参考資料 

甲賀市議会委員会条例新旧対照表 

改正案 現行 

（委員会の開会方法の特例） 

第１５条の２ 委員長は、大規模な災害等の発生等又は重大な感染症の

まん延により委員が委員会の開会場所に参集することが困難と認める

ときは、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら

通話をすることができる方法（以下「オンラインによる方法」とい

う。）で委員会を開くことができる。ただし、第２０条第１項の秘密

会は、この限りでない。 

２ 前項の規定により開く委員会において、オンラインによる方法で出

席を希望する委員は、あらかじめ委員長に届け出なければならない。 

３ 前項の規定による届出をして、委員会に出席した委員は、委員会に

出席したものとみなして、この条例の規定を適用する。 

４ オンラインによる方法での委員会の開会方法その他必要な事項は、

議長が別に定める。 

 

（委員長及び委員の除斥） （委員長及び委員の除斥） 

第１８条 （略） 第１８条 （略） 

２ 前項の委員長又は委員が、第１５条の２第２項の規定による届出を

して、委員会に出席しているときは、当該委員長又は委員は、前項た

だし書の規定による発言をオンラインによる方法で行うことができ
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る。 

（出席説明の要求） （出席説明の要求） 

第２１条 （略） 第２１条 （略） 

２ 前項の規定により出席を求められた者は、オンラインによる方法で

出席するときは、議長を経て、委員会にその旨を申し出なければなら

ない。 

 

（公述人の決定） （公述人の決定） 

第２５条 （略） 第２５条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 公述人は、オンラインによる方法で公聴会に出席することができ

る。 

 

（代理人又は文書による意見の陳述） （代理人又は文書による意見の陳述） 

第２８条 （略） 第２８条 （略） 

２ 前項ただし書は、オンラインによる方法で出席する公述人には準用

しない。 

 

（参考人） （参考人） 

第２９条 （略） 第２９条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 参考人は、オンラインによる方法で委員会に出席することができ

る。 

 

４ （略） ３ （略） 
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付 則  

この条例は、公布の日から施行する。  

 



議発第４号  

甲賀市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について  

上記の議案を提出する。  

令和７年６月４日  

提出者 甲賀市議会 

議会運営委員長  谷 永 兼 二  

 

甲賀市議会議長  田 中 將 之  殿 

 

 



甲賀市議会会議規則の一部を改正する規則  

甲賀市議会会議規則（平成１６年甲賀市議会規則第１号）の一部を次のように改

正する。 

目次中「第９４条」を「第９４条の２」に、「第１６６条」を「第１６６条・第

１６６条の２」に改める。 

第２章第１節中第９４条の次に次の１条を加える。 

（出席委員に関する措置） 

第９４条の２ この章における出席委員には、法第１０９条第９項の規定に基づく

条例の規定により、映像と音声の送受信により相手の状態を相互に認識しながら

通話をすることができる方法（以下「オンラインによる方法」という。）で委員

会に出席した委員を含む。 

第１１７条に次の１項を加える。 

３ 前２項の場合において、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の規定によ

り、委員会がオンラインによる方法で開かれているときは、委員でない議員は、

オンラインによる方法で当該委員会に出席することができる。 

第１２９条に次のただし書を加える。 

ただし、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の規定により、オンラインに

よる方法で出席している委員は、この限りでない。 

第１４２条に次の１項を加える。 

３ 前項の場合において、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の規定により、

委員会がオンラインによる方法で開かれているときは、紹介議員は、オンライン

による方法で委員会に出席することができる。 

第７章中第１６６条の次に次の１条を加える。 

（協議等の場の開催方法の特例） 

第１６６条の２ 前条の協議等の場については、大規模な災害等の発生等又は重大

な感染症のまん延により、その構成員が開会場所に参集することが困難と招集権

者が認めるときは、オンラインによる方法で協議等の場を開くことができる。 

付 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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議発第４号参考資料 

甲賀市議会会議規則新旧対照表 

改正案 現行 

目次 目次 

第１章 会議 第１章 会議 

第１節 総則（第１条―第１３条） 第１節 総則（第１条―第１３条） 

第２節 議案及び動議（第１４条―第１９条） 第２節 議案及び動議（第１４条―第１９条） 

第３節 議事日程（第２０条―第２４条） 第３節 議事日程（第２０条―第２４条） 

第４節 選挙（第２５条―第３３条） 第４節 選挙（第２５条―第３３条） 

第５節 議事（第３４条―第４７条） 第５節 議事（第３４条―第４７条） 

第６節 秘密会（第４８条・第４９条） 第６節 秘密会（第４８条・第４９条） 

第７節 発言（第５０条―第６６条） 第７節 発言（第５０条―第６６条） 

第８節 表決（第６７条―第７７条） 第８節 表決（第６７条―第７７条） 

第９節 公聴会及び参考人（第７８条―第８４条） 第９節 公聴会及び参考人（第７８条―第８４条） 

第１０節 会議録（第８５条―第８９条） 第１０節 会議録（第８５条―第８９条） 

第２章 委員会 第２章 委員会 

第１節 総則（第９０条―第９４条の２） 第１節 総則（第９０条―第９４条    ） 

第２節 審査（第９５条―第１１１条） 第２節 審査（第９５条―第１１１条） 

第３節 秘密会（第１１２条・第１１３条） 第３節 秘密会（第１１２条・第１１３条） 

第４節 発言（第１１４条―第１２５条） 第４節 発言（第１１４条―第１２５条） 
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第５節 委員長及び副委員長の互選（第１２６条・第１２７条） 第５節 委員長及び副委員長の互選（第１２６条・第１２７条） 

第６節 表決（第１２８条―第１３８条） 第６節 表決（第１２８条―第１３８条） 

第３章 請願（第１３９条―第１４５条） 第３章 請願（第１３９条―第１４５条） 

第４章 辞職及び資格の決定（第１４６条―第１５０条） 第４章 辞職及び資格の決定（第１４６条―第１５０条） 

第５章 規律（第１５１条―第１５９条） 第５章 規律（第１５１条―第１５９条） 

第６章 懲罰（第１６０条―第１６５条） 第６章 懲罰（第１６０条―第１６５条） 

第７章 協議又は調整を行うための場（第１６６条・第１６６条の

２） 

第７章 協議又は調整を行うための場（第１６６条               

 ） 

第８章 議員の派遣（第１６７条） 第８章 議員の派遣（第１６７条） 

第９章 補則（第１６８条） 第９章 補則（第１６８条） 

付則 付則 

（出席委員に関する措置） 

第９４条の２ この章における出席委員には、法第１０９条第９項の規

定に基づく条例の規定により、映像と音声の送受信により相手の状態

を相互に認識しながら通話をすることができる方法（以下「オンライ

ンによる方法」という。）で委員会に出席した委員を含む。 

 

（委員外議員の発言） （委員外議員の発言） 

第１１７条 （略） 第１１７条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 前２項の場合において、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の

規定により、委員会がオンラインによる方法で開かれているときは、
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委員でない議員は、オンラインによる方法で当該委員会に出席するこ

とができる。 

（不在委員） （不在委員） 

第１２９条 表決の際会議室にいない委員は、表決に加わることができ

ない。ただし、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の規定によ

り、オンラインによる方法で出席している委員は、この限りでない。 

第１２９条 表決の際会議室にいない委員は、表決に加わることができ

ない。                                                        

                                                             

（紹介議員の委員会出席） （紹介議員の委員会出席） 

第１４２条 （略） 第１４２条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 前項の場合において、法第１０９条第９項の規定に基づく条例の規

定により、委員会がオンラインによる方法で開かれているときは、紹

介議員は、オンラインによる方法で委員会に出席することができる。 

 

（協議等の場の開催方法の特例） 

第１６６条の２ 前条の協議等の場については、大規模な災害等の発生

等又は重大な感染症のまん延により、その構成員が開会場所に参集す

ることが困難と招集権者が認めるときは、オンラインによる方法で協

議等の場を開くことができる。 

 

   付 則  

この規則は、公布の日から施行する。  
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